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各プログラム共通機能

● プ・切替 (Ｆ１)の機能について
プリンタが複数台ある場合、任意に指定したプリンタへ出力を切り替えることが可能です。

1. 各プログラムにある プ･切替 （F1）

を押すと「プリンター選択」の画面を

表示します。

2. 出力プリンタを指定しますと

指定プリンタより出力できます。

※メニュー画面に戻ると
指定は元に戻ります。

● ユーザ選 (Ｆ２)の機能について
ユーザー選択は、申告情報登録の法人名(カナ)に法人名のカナ読みを登録しておくこと

。 。によりカナ検索機能でユーザーを選択できます また事業年度と期首月からも検索できます

1. ユーザーコードを確定する前に

ﾕｰｻﾞ選 （F2）を押すと、左図の画面

を表示します。

2. 検索欄に法人名(ｶﾅ)を入力し事業年度

と期首月を指定すると条件に合うユー

ザーのリストを画面の左半分に表示し

ます。

※期首年月だけを指定してもユーザー

を検索できます。

右半分のリストは、使用したユーザー

の履歴を15件まで表示します。

3. 画面上部の「コード」にユーザーコー

ドを入力するか、リストのコード番号

にカーソルを合わせてクリックする

ことでユーザ－を選択できます。

各ファンクションキーの機能

前 頁 (F1) ... 現在表示している頁の前頁を表示します。

後 頁 (F2) ... 現在表示している頁の後頁を表示します。

再読み (F8) ... ユーザーの削除やユーザー名の変更等を行った場合には、再読みで最新

のリストを再表示することができます。
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● 財プリンタ （Ｆ３）の機能について
財ﾌﾟﾘﾝﾀは、主として使用するプリンタを指定しておくことができます。

指定は機械の電源を切るまで有効です。

この設定をしておくと、前頁で説明した、 プ･切替 （F1）を毎回行わなくても

指定したプリンタに出力することができます。

1. プログラム群選択メニューで、 財ﾌﾟﾘﾝﾀ (F3)

を押します。

2.「プリンター選択」の画面を表示します。

3. 出力プリンタを指定しま

すと、指定プリンタより

出力できます。

指定は電源を切るまで
有効です。

● 項目内容の記憶
各出力帳票において、指定内容を記憶し、次回同一プログラムを呼び出した場合に同じ指定

で表示をします。なお、指定を初期値に戻す場合は 項・消去 （F10）を押します。

※但し、[53]法人決算書(会社法対応)を除く

例 ［30］合計残高試算表を4.1-4.30で出力した場合）

＜初期値＞ ＜次回呼出＞

出 力

す る

と

記 憶

項 目

消 去

(F10)

戻 る

※ 注意 ※
科目及び補助の指定は記憶できませんのでご注意ください！
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● 印刷
各帳票を出力する際に選択します。

例 ［30］合計残高試算表）

※ 印 刷 を選択すると下図の画面を

表示します。

Enter か F4：実行 を押してください。

● プレビュー機能
各帳票を出力する際、印刷するものを画面で見ることが可能です。

例 ［30］合計残高試算表）

※ プレビュー を選択すると下図の画面を

表示します。

拡大・縮小の機能もあります。

プレビューの画面から印刷することが

できます。



- 4 -

● ＣＳＶ搬出機能
各帳票を出力する際、データをExcel形式で表示・保存することができます。

例 ［30］合計残高試算表）

1） ＣＳＶ搬出 を選択すると下図の画面を

表示します。

2） F9：搬出 を押してください。

3） Enter を押してください。

4） は い を押してください。
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● ＰＤＦ出力機能
各帳票を出力する際、ＰＤＦ形式で表示・保存することが可能です。

例 ［30］合計残高試算表）

※ ＰＤＦ搬出 を選択すると下図の画面を

表示します。

「保存」をクリックし、データを任意の場所に

保存します。

● ページプリンタをご使用の場合
各出力において連続用紙又は、単票用紙を選択する画面を表示します。

、 。ページプリンタにおいては 自動的に改頁しますので連続用紙を指定して出力してください

※ 単票で指示をすると１枚出力するごとに Enter が必要です。

● 出力を中止するには
1． 印刷可 を押します。印刷可のランプが消え、１～２枚の紙が排出され止まります。

2. マルチウィンドウ端末を右上の × で終了します。

※Win直プリンターをご利用の場合は「コントロールパネル」→「デバイスとプリンタ

の表示」から「印刷ジョブのクリア」を選択します。

（プリンタの切替器がある場合にはプリンタの切替器の電源を切り再度電源を入れます ）。

3. プリンタの キャンセル を２秒以上押してから、離します。

4. プリンタの電源を切ります。

5. 再度プリンタの電源を入れます。

エラーのランプが消え、印刷可のランプがつきましたら出力中断作業は完了です。
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Ｆ８［３４］比較営業成績報告書

● 概 要
前期又は目標データと当期データの原価科目を同時に集計し対比します。
現在のデータ(入力してある月)と架空データ(予算データ等)をつなげて前年対比として
集計させることも可能です。
９社まで合併集計することが可能です。

1. ユーザコードを入力し Enter を押します。

2. 期間指定を行います。

3. 期末修正(13ヶ月目で入力したデータ)を含むか
含まないかの指定を行います。

4. 各科目の集計を月単位で行うか累計で行うかを
指定します。

5. 集計を１円単位で表示するか1000円未満切捨で
表示するかの指定をします。

6. 比較するデータが前期データか目標データかを
指定します。

7. 比較ﾕー ｻ゙指定…前期又は比較する目標データのユーザ
コードを入力します。

8. 人件費の小計を表示するかしないかを指定しま
す。

9. 合併集計するかしないかの指定です。
９社まで合併可能。
合併する場合は合併する会社コードを入力します。

10. 今 期 及 び…推定利益率は、期間中の売上より
前期の推定 利益を算出し設定すると、利益率

比較および合併ユーザの指定を行う場合は 利 益 率 を期末棚卸し残高と商品製品残高に
[比較(合併)ユーザ指定] ボタンを押し、 反映させ、推定の表を作成すること
下図画面にて入力します。 ができます。

11. 今 期 及 び…年間の償却金額を設定すると日割で
前期の減価 償却費を計算し、一般管理費の減価
償 却 試 算 償却費(323)、原価経費の減価償却

費(935)､減価償却累計額(150)に反
映されます。

12. 推移データ…別ユーザコードに目標データを作成
したものを読み込み､年度末の損益を
推定する為の表を作成することが
可能です。

13. 印刷枚数を指定します。(部数を入力)

14. 連続用紙か単枚用紙かの指定を行います。

15. 合計科目網掛…合計科目に網掛をするかしないか
を指定します。

16. カラー指定…罫線及び網掛けに色を付けることが
（※カラープリンタのみ）できます。

17. 各指定終了後、 印刷 ボタンをクリックして
印刷を行います。
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Ｆ８［３５］比較当期原価報告書

● 概 要
前期又は目標データと当期データの原価科目を同時に集計し対比します。
現在のデータ(入力してある月)と架空データ(予算データ等)をつなげて前年対比として
集計させることも可能です。
９社まで合併集計することが可能です。

1. ユーザコードを入力し Enter を押します。

2. 期間指定を行います。

3. 期末修正(13ヶ月目で入力したデータ)を含むか
含まないかの指定を行います。

4. 各科目の集計を月単位で行うか累計で行うかを
指定します。

5. 集計を１円単位で表示するか1000円未満切捨で
表示するかの指定をします。

6. 比較するデータが前期データか目標データかを
指定します。

7. 比較ﾕー ｻ゙指定…前期又は比較する目標データの
ユーザコードを入力します。

8. 合併集計するかしないかの指定です。
９社まで合併可能。
合併する場合は合併する会社コードを入力します。

9. 今 期 及 び…年間の償却金額を設定すると日割で
前期の減価 償却費を計算し、一般管理費の減価
償 却 試 算 償却費(323)、原価経費の減価償却

費(935)､減価償却累計額(150)に反
映されます。

比較および合併ユーザの指定を 10. 推移データ…別ユーザコードに目標データを作成
行う場合は、[比較(合併)ユーザ指定] したものを読み込み､年度末の損益を
ボタンを押し、下図画面にて入力します。 推定する為の表を作成することが

可能です。

11. 印刷枚数を指定します。(部数を入力)

12. 連続用紙か単枚用紙かの指定を行います。

13. 合計科目網掛…合計科目に網掛をするかしないか
を指定します。

14. カラー指定…罫線及び網掛けに色を付けることが
（※カラープリンタのみ）できます。

15. 各指定終了後、 印刷 ボタンをクリックして
印刷を行います。
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機 能 詳 細

＜月計単位＞ ＜累計単位＞● 金額表示

＜円単位＞ ＜1000円単位＞● 金額単位

＜人件費なし＞ ＜人件費あり＞● 人件費計

● 推移データ
集計を行うデータが１年未満の場合、年間を通じての営業成績を出力することができません。

このような場合、前年のデータを参考にすることができます。

この参考データを“推移データ”と呼びます。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12例)

当期データ 前期データ（推移データ）



- 9 -

〈 〉出力サンプル

● 比較営業成績報告書

● 比較当期原価報告書
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Ｆ８［３６］三期五期比較貸借損益書

● 概 要
三期または五期分のデータと当期データを貸借対照表及び損益計算書の形で集計し対比します。
50社まで合併集計することが可能です。

1. ユーザコードを入力し Enter を押します。

2. 期間指定を行います。

3. 期末修正(13ヶ月目で入力したデータ)を含むか
含まないかの指定を行います。

4. 比較するデータが三期か五期かを指定します。

5. 集計を１円単位で表示するか1000円未満切捨で
表示するかを指定します。

6. 比 較 率…どの項目を基準として100％として
。計算するかの指定です

（詳しくは次頁参照）

7. 合併集計…同一期首日の会社データを合併します｡
10社以上合併する場合は 50社 を

押しますと50社まで合併可能です。

8. 今期及び…推定利益率は、期間中の売上より利益
前期の推定 を算出し設定すると、利益率を期末

利 益 率 棚卸し残高と商品製品残高に反映させ、
推定の表を作成することが
できます。

9. 今期及び…年間の償却金額を設定すると日割で
前期の減価 償却費を計算し、一般管理費の減価

償却試算 償却費(323)、原価経費の減価償却
費(935)､減価償却累計額(150)に
反映されます。

10. 印刷枚数を指定します。(部数を入力)

11. 連続用紙か単枚用紙かの指定を行います。

12. 印 刷 頁…全て出力する場合は[1-3]と指定します。
一部を出力する場合は、該当番号を

入力します。

13. 合計科目網掛…合計科目に網掛をするかしないか

を指定します。

14. カラー指定…罫線及び網掛けに色を付けることが

（※カラープリンタのみ）できます。

15. 各指定終了後、 印刷 ボタンをクリックして
印刷を行います。
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比較率について

● 本年比 本年比＝前年の金額÷本年の金額
各科目の本年の金額を基準に前期以前の比率を計算します。
例）前期(509,119)÷今期(832,587)＝0.6114･･･ 61.4%

● 構成比 構成比＝各科目÷科目合計
科目合計を基準に科目の内訳の比率を計算します。
例) 科目(832,587)÷科目合計(133,982,589)＝0.0062 0.6%

● 増減比 増減比＝今期÷前期
今期を基準に前期の比率を計算します。
例) 今期(832,587)÷前期(509,119)＝1.63534 163.5%

● 売上比
純売上高を基準に各科目の比率を計算します。
例）当期原価(52,433,300)÷純売上高(219,582,280)＝0.2387 23.9%
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＜ ＞出力サンプル

● 貸借三期比較表

● 損益三期比較表
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(オプション) Ｆ８［５４］元帳インデックス

● 概 要
元帳のインデックスシールを作成します。ページプリンタのみ対応です。
用紙はワープロ用ラベルシート(別売)です。
お客様のデータに合わせたシールの打ち出しが可能です。
使用していない科目はプリントされません｡

1. ユーザコードを入力し Enter を押します。

2. 期間指定を行います。

3. 期末修正(13ヶ月目で入力したデータ)を含む、
含まない、期末のみの指定を行います。

4. 科目指定を行います。
1.全科目
…取引のある全科目をプリントします。
※必要のない科目は不要科目として指定して

ください。

2.一部取引科目
…期中に仕訳入力で使用した科目で
指定した科目のみプリントします。

3.取引科目
…期中に仕訳入力で使用した全科目を
プリントします。
※期末修正のみを出力する場合など

4.指定科目
…印刷科目で指定した科目のみプリント
します。

5. 科目プリントを指定します。
1.借方 … 借方科目のみプリント※注意※

2.貸方 … 貸方科目のみプリント全科目出力する場合は、科目プリントの指定

3.貸借 … 貸借対照表データのみプリントを「5.全部」にします｡

4.損益 … 損益計算書データのみプリント
5.全部 … 上記科目指定に該当するもの全て

プリント

6. コード出力は科目番号を出力するかしないかの
指定を行います。
1.いる … 上段に科目番号、下段に科目名を

プリントします。
2.いらぬ … 科目名のみプリントします。
※科目名は９文字まで。漢字６文字以上は半角でプリント

されます。

7. 印刷枚数を指定します｡（部数を入力）

8. ｵﾌｾｯﾄ補正…印字位置を調整する場合「1.する」
を選択します。
(詳しくはP.16をご覧ください）

9. 各指定終了後、 印刷 ボタンをクリックして
印刷を行います。

※用紙のセット方法はP.15の「インデックス用紙のセット方法」を必ず参照してください。
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(オプション) Ｆ８[５５] 補助インデックス

● 概 要
補助元帳のインデックスシールを作成します。ページプリンタのみ対応です｡

用紙はワープロ用ラベルシートです （別売)。

補助指定をすることにより、[３]補助登録プログラムで登録している一般補助名称または

一般補助NO.をプリントします。

（[54]元帳インデックスプログラムと違い、期中で使用していない補助も全て出力されます ）。

。1. ユーザーコードを入力し Enter を押します

2. 補助指定を行います｡

1.全補助

…[3]補助登録に登録している全ての

一般補助をプリントします。

※必要のない一般補助は不要補助として指定

してください｡

2.指定補助

。…必要な一般補助を指定しプリントします

3. コード出力は一般補助NO.を出力するのか名称

を出力するのかを指定します｡

1.コードのみ

…一般補助NO.をプリントします。

2.明細のみ

…一般補助名称をプリントします。

※補助名称は８文字まで。漢字５文字以上は半角で

プリントされます｡

4. 印刷枚数を指定します｡（部数を入力）

5. ｵﾌｾｯﾄ補正

…印字位置を調整する場合「1.する」を

選択します (詳しくはP.16をご覧ください )。 。

6. 各指定終了後、 印刷 ボタンをクリック

して印刷を行います。

※用紙のセット方法はP.15の「インデックス用紙のセット方法」を必ず参照してください。
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（NPPｼﾘｰｽﾞ）インデックス用紙セット方法

インデックス用紙への印刷は、ホッパ（※注）にＡ４タテでセットして行います。

下記の手順で行ってください。

1. ホッパ（※注）を引き出します。

注)最上段の用紙入れにＭＰと表示されている

場合、その場所はホッパではありません。

それ以降の用紙入れを使用してください。

ＭＰ

2. 用紙はＡ４縦でセットします。

※印刷面を上、挿入方向が手前に来るように

用紙をセットします。

3. 用紙設定ダイヤルを Ａ４タテ に合わせます。

4. ホッパをプリンタにセットします。

プリンタの液晶画面に ホッパ Ａ４タテ と

表示されれば、準備完了です。
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オフセット補正

ページプリンタにて出力作業を行う場合、用紙の裁断等により印字がずれる場合があります。

印字がずれた場合のみ「補正」を行います （部分的な補正は行えません ）。 。

オフセットにおいては、指定プログラムごとにオフセット補正プログラムがあります。

印字位置の調整が必要な場合はオフセットの指定を１．再調整して印刷を選択してください。

（※プリンタが複数台ある場合はプリンタごとに設定が必要です ）。

印字がずれたら、以下の手順で作業を行ってください。

① ｵﾌｾｯﾄ補正の対話で「1. する」を

選択します。

② 印刷 をクリックします。

③ プリントオフセット調整画面を表示します。

例） 1,234,567

上に5mm

右に5mm

④ 用紙を１枚印字し、印字のズレ具合

（上下左右に何mm）を確認します。

数値を⑤ 設定画面にて、補正値に印字ズレの

入力します。

例）縦方向

上に5mmズレていた(下に移動) → ５

下に5mmズレていた(上に移動) → －５

例) 横方向

左に5mmズレていた(右に移動) → ５

右に5mmズレていた(左に移動) → －５

設定が完了したら、Ｆ５ で書込みます。

⑥ 出力の対話を表示します。

プリントオフセット補正値を設定してプリントを行っても、用紙のセット位置が給紙装置の

状態等により、印字がズレる場合がありますのでご了承ください。
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